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所長 平安山 敏和

本研究所では、ICT機器の活用を円滑に進めるために、各小中学

校へインストラクターを派遣する事業を実施しております。各学校の

校内研修や学年会及び教科会の際に活用下さい。詳しい内容につい

ては、担当指導主事（渡慶次）まで御確認下さい。

また、PC関係の修理やネットワーク関係のトラブル等が発生した

際は、情報機器類障害対応依頼書(HP参照)をご提出ください。

E-Mail naha-c@naha-c.nahaken-okn.ed.jp

７日 (火) 第 2回中堅教諭等資質向上研修
９日 (木) 特別活動担当者研修会

(木) 標準学力調査実施説明会（小学校）

1０日 (金) 標準学力調査実施説明会（中学校）

1３日 (月) 研究主任研修会

1５日 (水) 授業づくり講座Ⅰ
1６日 (木) 第３回初任者研修

２１日 (火) 第１回教職3年目研修(那覇教育事務所共催)

２３日 (木) 第１回情報教育担当者会

２４日 (金) 教科等課題に係る研修(小中一貫教育講演会)
２７日 (月) 第１回教育課程研究協議会

２８日 (火) 第１回教職５年経験者研修

３０日 (木) 第４回初任者研修

新
学
習
指
導
要
領

育
成
す
べ
き
「
資
質
・
能
力
」
再
確
認

所
長

平
安
山

敏
和

令
和
の
開
始
と
十
連
休
が
重
な
り
ま
し
た
。
四
月
と
比
較
し
幼
児
・
児
童
・
生

徒
も
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、
少
し
ず
つ
落
ち
つ
い
て
園
・
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
頃
か
と
思
い
ま
す
。
教
育
研
究
所
も
法
定
研
修
で
あ
る
初
任
者
研
修
、
中
堅
教

諭
等
資
質
向
上
研
修
を
は
じ
め
、
各
種
研
修
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
学

校
・
園
、
教
育
委
員
会
各
課
の
皆
様
の
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
研
究
所
は
、「
教
育
に
関
す
る
調
査
・
研
究
及
び
教
育
関
係
職
員
の
研
修
を
行
う
」
と
い
う

設
置
の
目
的
に
沿
い
、
ま
た
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
、
関
係
各

課
や
他
教
育
育
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
、
教
育
関
係
職
員
の
資
質
向
上
、

情
報
教
育
等
の
充
実
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

去
る
平
成
二
十
九
年
三
月
に
新
し
い
指
導
要
領
が
公
示
さ
れ
、
既
に
こ
ど
も
園
で
の
全
面
実
施
、

ま
た
小
学
校
で
令
和
二
年
度
、
中
学
校
で
令
和
三
年
度
か
ら
の
全
面
実
施
に
向
け
、
移
行
期
間
の

取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
基
本
的
な
考
え
に
は
、
現
行
学
習
指
導
要
領
の
枠
組
み
を
維
持
し
、「
子

供
も
た
ち
が
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
た
め
の
資
質
能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
」「
子
ど
も

た
ち
に
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
社
会
と
共
有
し
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
重
視
す
る

こ
と
」「
知
識
の
理
解
の
質
を
さ
ら
に
高
め
、
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
こ
と
」
「
道
徳
教
育
の
充

実
」
「
体
験
活
動
の
重
視
」
「
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
の
充
実
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
再
確
認
を
し
ま
す
と
、
①
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で

き
る
か
（
個
別
の
知
識
・
技
能
）

②
知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
（
思
考
力

・
判
断
力
・
表
現
力
等
）
③
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
、
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
（
人

間
性
や
学
び
に
向
か
う
力
）、
こ
れ
ら
①
～
③
の
「
三
つ
の
柱
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」
を
子
ど
も
た
ち
に
育
む
た
め
、「
何
の
た
め
に
学

ぶ
の
か
」
と
い
う
学
習
の
意
義
を
共
有
し
な
が
ら
、
授
業
の
創
意
工
夫
や
教
材
の
改
善
が
図
れ
る

よ
う
、
全
て
の
教
科
等
で
三
つ
の
柱
を
踏
ま
え
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
め
ざ
し

た
教
育
課
程
・
授
業
改
善
を
実
践
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
つ
の
柱
を
踏
ま
え
た
、
学
校
に
お
け
る
具
体
的
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
「
中
央
教
育
審
議
会

教
育
課
程
企
画
特
別
部
会

論
点
整
理
」
を
参
考
に
左
記
に
示
し
ま
す
。

柱
①
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
着
実
に
獲
得
さ
せ
、
既
存
の
知
識
・
技
能
と
関
連

さ
せ
て
知
識
・
理
解
の
定
着
を
図
り
、
社
会
の
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る
知
識
・
技
能
と
し

て
体
系
化
し
な
が
ら
各
教
科
等
に
関
す
る
個
別
の
知
識
や
技
能
を
着
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

柱
②
問
題
を
発
見
し
、
解
決
の
方
向
性
を
決
定
し
、
解
決
方
法
を
計
画
し
、
予
想
し
な
が
ら

実
行
し
、
経
過
を
振
り
返
っ
て
次
の
問
題
発
見
、
解
決
に
繋
げ
さ
せ
る
。
ま
た
、
情
報
を
他
者

と
共
有
し
な
が
ら
、
対
話
や
討
論
を
通
じ
て
互
い
の
多
様
な
考
え
の
共
通
点
や
相
違
点
を
理
解

し
、
協
力
し
な
が
ら
問
題
を
解
決
し
て
い
く
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る
。

柱
③
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
力
や
自
己
の
感
情
や
行
動
を
統
制
す
る
能
力
、
自
ら
の
思
い

や
プ
ロ
セ
ス
を
客
観
的
に
捉
え
る
力
を
高
め
、
柱
①
②
の
資
質
能
力
を
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

で
働
か
せ
て
い
く
か
決
定
付
け
る
力
を
育
成
す
る
。

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
を
踏
ま
え
た
授
業
作
り
や
実
践
例
に
つ
い
て
は
、
各
小

中
学
校
・
園
・
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
各
種
研
修
・
講
座
を
通
し
て
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

5月１５日(月)に「授業づく
り講座Ⅰ」を開催します。
4月に行った「学級づくり講座」

に引き続いて対象者は、臨時的任用教職員及び非
常勤講師、その他受講希望する
教員となっており、「マイノー
トの活用」について講義･演習
を行います。

各教科に関わる教材研究の方法や授業の
進め方など、演習を予定しています。 （学級づくり講座の様子）

５月２８日(火)に「第 1回 教職５年経験者研修」を行
います。今回の研修は、「教職員の身分と服務」「情報モ
ラル」の講義を通して、今後の実践的な指導力の向上を
目的に実施します。
また、これまでの実践を振り返り、

各自のテーマに合わせた「課題研究」
に取り組みます。そして見いだした課
題の解決に向けて、研究授業の実施、
報告書作成等、校長先生、教頭先生を
中心に進めていただきます。 （昨年の様子）

 

 


